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■景気は軟調、強まるデフレ色 

タイでは内外需ともに減速し、景気の勢いが落ちている。

2023 年 10～12 月期の実質 GDP は前期比▲0.6％と、前期

の同＋0.6％からマイナスに転じた。固定資産投資が同▲

1.7％と全体を押し下げたほか、個人消費や輸出も前期から

ほぼ横ばいにとどまった。 

2024年に入ってからも景気の勢いは弱い。3月の製造業

PMI は 49.1 と前月から 3.8 ポイント改善したが、依然として

50 を下回っている（右上図）。3 月の輸出（ドルベース）は前

年同月比＋3.6％と 7 ヵ月連続で増加したが、伸び率は低位

にとどまっている。個人消費は盛り上がりを欠いており、2 月

の新車販売台数は前年同月比▲26.1％と大幅に減少してい

る。景気が停滞していることを受けてデフレ色も強まってい

る。3 月の消費者物価指数は前年同月比▲0.5％（コア指数

は同＋0.4％）と 6 ヵ月連続でマイナスの伸びとなった（右下

図）。 

このように足元の景気は弱いが、先行きはハイテク需要

の世界的な回復や積極的な財政・金融政策を受けて、回復

に転じると見込まれる。2024 年の成長率は＋2.8％と、前年

の同＋1.9％から加速が予想される。2024 年度（2023 年 10

月～24 年 9 月）の予算案では、歳出が前年度比＋5.2％の

増額となった。政府は年内にも 1 人あたり 1 万バーツのデジタル通貨を給付する施策を計画しており、個人消

費が押し上げられる見込みである。タイ銀行（中央銀行）による利下げも景気を下支えすることが予想される。

同行は 4 月 10 日の金融政策委員会で、政策金利（翌日物レポ金利）を 2.50％に据え置いたものの、7 人の委

員のうち利下げを主張する 2 人が反対票を投じている。足元の経済悪化を懸念するセター首相も利下げを強く

求めている。このような状況から、景気支援とデフレ回避のため、タイ銀行は 2024 年半ばには利下げを開始す

ると見込まれる。 

 

■EV工場の稼働が増加する見通し 

タイ政府は、電気自動車（EV）産業振興策として、輸入 EV1台あたり最大 15万バーツの補助金を支給してい

ることから、近年 EVの輸入が急増している。この補助金を受けるために、自動車メーカーは、タイに輸出した台

数以上の EV を数年以内にタイ国内で製造する必要がある。タイ国内で必要台数を製造できなければ、タイに

EV を輸出した自動車メーカーは補助金の返還を求められる。複数の自動車メーカーが来年にかけてタイ国内

の EV 工場を稼働する予定であり、このうち中国 BYD 社は本年 7～9 月期に工場稼働を開始すると発表した。

タイの EV普及は、現状 EVではない自動車の生産を下押しているが、先行き国内工場の稼働が進めば生産を

押し上げると予想される。 
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